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正誤表 

 

このたびは上記書籍をご購入いただきまして誠にありがとうございます。 

本書に以下の誤りがございました。訂正いたしますとともに、謹んでお詫び申し上げます。 
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79 図 1 
c：語頭の漢字1文字＋モーラ数が入った絵カ

ード 

c：語頭の仮名1文字＋モーラ数が入った絵カ

ード 
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（上から 2つ目の

イラスト） 

  

125 1～4行 

【難易度を下げる方法】 

・心像性および親密度がより高い課題とする 

 

【難易度を上げる方法】 

・心像性および親密度がより低い課題とする 

【難易度を下げる方法】 

・心像性および親密度がより高い課題とする 

・音韻数を減らす 

 

【難易度を上げる方法】 

・心像性および親密度がより低い課題とする 

・音韻数を増やす 

131 
訓練のポイント 

（下から 2行目） 
そして，最後に音読を促す そして，途中で音読を促す 

 

 


